
日本微生物資源学会第29回大会要旨集
Abstracts of Papers Presented at the 29th Annual Meeting of
The Japan Society for Microbial Resources and Systematics

2023年6月21日 (水)〜23日 (金)

文部科学省 研究交流センター
茨城県つくば市竹園2-20-5

June 21~23, 2023
Tsukuba Center for Institutes, Ibaraki, Japan

The Japan Society for Microbial Resources and Systematics



 - 1 - 

日本微生物資源学会29回大会プログラム 
 

会  期：2023年6月21日（水）〜 23日（金） 

会  場：文部科学省 研究交流センター 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/kouryucenter/ 

茨城県つくば市竹園 2-20-5 つくばエクスプレス「つくば」駅下車，徒歩 20分 

大会事務局：〒305-0074 茨城県つくば市高野台 3-1-1 

理化学研究所 バイオリソース研究センター 微生物材料開発室 坂本光央 

Tel：029-836-9565, E-mail：jsmrs29@jsmrs.jp 

参加費：会員：5,000 円  非会員：7,000 円  学生：1,000 円 

名誉会員：無料  賛助会員：1名無料  機関会員：5,000 円（2名まで発表参加可能） 

参加費を入金期間【5月 8日（月）〜 6月 16 日（金）】の間に下記の振込口座にお振り込みください．

（手数料はご負担ください）． 

＊入金が確認できるまで，参加登録は完了となりません． 

＊振込期日を過ぎた場合，参加登録は無効となりますのでご注意ください． 

振込先： 

銀行名 ：常陽銀行 

店名 ：谷田部支店 

店番 ：040 

預金種目 ：普通預金 

口座番号 ：1771055 

口座名称 ：日本微生物資源学会第 29回大会事務局（ニホンビセイブツシゲンガツカイダイニジユ

ウキユウカイタイカイジムキヨク） 
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会場案内： 

 

 

 

 

 

 

 

 

つくば周辺地図      つくば中心地 

 

 

研究交流センター内： 
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プログラム概要 

6 月 21 日 （水）   

 12：30～14：00 編集委員会 第 1 会議室 
 14：00～15：30 カルチャーコレクション委員会 第 1 会議室 
 15：30～16：45 理事会 第 1 会議室 

6 月 22 日 （木）   

 8：40～ 受付 国際会議場 
 9：10～ 開会挨拶 国際会議場 
 9：20～10：20 一般講演（口頭）4演題 国際会議場 
 10：20～10：30 休憩  

 10：30～11：30 一般講演（口頭）4演題 国際会議場 
 11：30～12：40 昼休み  

 12：40～14：00 
ポスター発表（奇数：前半 40

分、偶数：後半 40 分） 
第 2 会議室 

 14：00～14：10 休憩  

 14：10～15：10 総会 国際会議場 
 15：10～15：20 受賞式 国際会議場 

 15：20～15：25 名誉会員推戴式 国際会議場 
 15：25～16：15 学会賞受賞講演 国際会議場 
 16：15～16：40 奨励賞受賞講演 国際会議場 

6 月 23 日 （金）   

 8：40～ 受付 国際会議場 
 9：00～10：20 実務ワークショップ 3演題 国際会議場 
 10：20～10：40 休憩  

 10：40～12：50 公開シンポジウム 4演題 国際会議場 
 12：50～13：00 閉会式 国際会議場 

 

受付：受付は 6 月 22 日（木）8：40から，2F ラウンジで行います．大きなお荷物はクロークにてお預かり

いたします．但し，貴重品やコンピューター，傘などについては破損，紛失などの責任は負いかねますの

で各自でお持ちください．なお，お荷物は 6 月 23 日（金）13：00 までにお引き取りください． 

研究交流センターへの入館は 8:35以降にお願い致します．8：35以前の建物への入館はご遠慮ください．

また，17:00 までに建物を退館頂けますようお願い致します． 

 

口頭発表：講演時間は 1題につき 15 分（発表 12 分，質疑 2 分，交代 1 分）です．発表データは USBメモ

リでご持参いただき，会場設置の Windowsノートパソコン（Windows 11, PowerPoint 2019）をご利用くださ

い．発表データは 6 月 22 日（木）9：00 までに国際会議場内に設置してある PC に入れてください． 
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Windows PC以外を使用される場合や動画がある場合はご自身の PC を利用して構いません．プロジェクタ

ーとご持参いただいた PC との接続は HDMI ケーブルとなります．接続アダプター等は必ずご自身で持参

ください． 

予備として上記ファイルをフォント埋め込み処理をした PDF に変換したファイルも必ず作成して，両者を

USBメモリに保存してください．USBメモリのウィルスチェックを事前にご自身で必ず行っておいて下さ

い． 

 

ポスター発表：ポスターは A0サイズ（縦）以内で作成して下さい．ポスター番号は，予め各パネルに掲示

してあります．また掲示に必要な画鋲は事務局で準備いたします．6 月 22 日 12：30 までに掲示用のパネル

に貼付してください．ポスター発表終了時に速やかに撤去してください． 

 

ポスター賞・ベストプレゼンテーション賞： 

最も優れた口頭発表とポスター発表を選考委員会で選定し，優秀発表賞を授与する予定です． 

 

昼食：昼食および飲み物を各自で御用意下さい．ラウンジで飲食可能です．研究交流センター周辺には飲

食店があまりありません．コンビニエンスストア（セブン-イレブン）が 1軒あります． 
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プログラム： 

【一般講演】（6 月 22 日 9：20～10：20， 10：30～11：30） 国際会議場 

O-1（9：20～9：35） 

 マグネシウムの添加によって伸長する Trichosporon asahii の菌糸と細胞小器官の動態変化 

 〇青木敬太 1，山本紘輔 2，大熊盛也 3，杉田 隆 4，田中尚人 2，高島昌子 1 

 1東京農大総合研究所，2東京農大生命科学部，3理研 BRC-JCM，4明治薬科大微生物学研究室 

O-2（9：35～9：50） 

 マイセトーマ原因菌Madurella属の LAMP法による検出 

 〇矢口貴志，吉岡育哲，森 雄吾，伴 さやか 

千葉大学真菌医学研究センター 

O-3（9：50～10：05） 

 多剤耐性を有する白癬菌株のアゾール系抗真菌薬への耐性機序の解明 

〇森 雄吾，伴 さやか，吉岡育哲，矢口貴志 

 千葉大学真菌医学研究センター 

O-4（10：05～10：20） 

 強光スクリーニングによって単離された微細藻類の系統分類 

〇本松秀夢，豊島拓樹，川﨑信治 

東京農大大学院分子微生物学専攻 

O-5（10：30～10：45） 

 フローサイトメトリーによる藻類細胞の PI3P 分子検出とストレス応答の多様性 

 ○大田修平 1，平川泰久 2，河地正伸 1 
1国立環境研究所，2筑波大・生命環境系 

O-6（10：45～11：00） 

 微生物株の新規MALDI-TOF MS レファレンスライブラリー ’EMALiMB’ の開発 

 〇遠藤力也 1，伴 さやか 2，林 将大 3，田中香お里 3，矢口貴志 2，大熊盛也 1 
1理研 BRC-JCM，2千葉大学真菌医学研究センター，3岐阜大学高等研究院科学研究基盤センター 

O-7（11：00～11：15） 

油糧酵母 Pseudozyma属のアラキジン酸およびエイコセン酸産生に関する研究 

〇足立 梛 1，志波 優 1，西田暁史 1，藤田信之 1，田中尚人 1,2 
1東京農大生命科学部，2東京農大微生物リソースセンター 

O-8（11：15～11：30） 

 国際共同研究から得た海外産微生物分離株の国内コレクションへの寄託を支援するための原産

国との協力関係の構築 

〇石田孝英，河地正伸，竹内やよい，山野博哉 

国立環境研究所 生物多様性領域 
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【ポスター発表】（6 月 22 日 12：40～14：00）  第 2 会議室 

P-1 クロボキン亜門菌類を対象とした微生物資源開発に関する研究 (Ⅰ) 

〇柴田紗帆 1，橋本 陽 2，大熊盛也 2 
1千葉大学真菌医学研究センター，2理研 BRC-JCM 

P-2 多細胞性ボルボックス系列全属の凍結保存条件の確立 

 森 史 2，田中陽子 2，松﨑 令 2，〇野崎久義 1,2，山口晴代 2，河地正伸 2 
1東京大学大学院理学系研究科，2国立環境研究所生物多様性領域 

P-3 ソルビトールが与える Euglena gracilis の増殖への影響 

 〇槇本美波，小山内 崇 
 明治大学大学院農学研究科 

P-4 真核微細藻類 Cyanidioschyzon merolae由来乳酸脱水素酵素の ATP による阻害 

 〇山本眞以，小山内 崇 

 明治大学大学院農学研究科 

P-5 乾燥感受性酵母の L-乾燥保存の保護剤の開発 

 〇柴山洋翔，宮崎由美子，山崎敦史 
 独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）バイオテクノロジーセンター（NBRC） 

P-6 コハク酸利用菌とコハク酸産生菌との微生物間相互作用 

 〇坂本光央 1，池山菜緒 1，豊田 敦 2，村上 匠 2，森 宙史 2，飯野隆夫 1，大熊盛也 1 
 1理研 BRC-JCM，2国立遺伝学研究所先端ゲノミクスセンター 

P-7 シロアリ・キゴキブリ腸内原生生物に共生する新規 Deferribacterota 門細菌の発見と 1 細胞ゲノ

ム解析 

 〇丸岡直弥 1，工藤凛平 1, 猪飼 桂 1，雪 真弘 2，大熊盛也 2, 本郷裕一 1, 2 

 1東工大・生命理工，2理研 BRC-JCM 

P-8 ヒト腸内から分離されたデオキシコール酸を産生する新菌種 Claveliimonas bilis 

 〇久富 敦 1，Ni Wayan Eka Putri Gayatri Kastawa2，Isaiah Song3，大熊盛也 1，吹谷 智 2，坂本光央 1 

 1理研 BRC-JCM，2北海道大学・大学院農学研究院・微生物生理学研究室，3慶應義塾大学・先端

生命科学研究所 

P-9 超音波曝露によるストレス・疼痛モデルマウス腸内細菌のデジタルショットガン解析 

 〇有田和生，中野義雄，吉澤一巳，宮崎 智 
 東京理科大学薬学部薬学科 

P-10 大規模ゲノム解析による原核生物の多様化時期と代謝多様性の推定 

 〇西原亜理沙 1，大熊盛也 1，延 優 2 
 1理研 BRC-JCM，2海洋研究開発機構・超先鋭研究開発部門 

P-11 タイワンシロアリから単離した Lactovum属の新種 

 今川祐美子 1，坂本光央 2，久富 敦 2，大熊盛也 2，〇野田悟子 1 
 1茨城大理，2理研 BRC-JCM 
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P-12 ヤエヤマシロアリから単離した新種候補株の記載と Lactococcus属の分類学的検討 

 〇阿部晃大 1，久富 敦 2，坂本光央 2，大熊盛也 2，野田悟子 1 
 1茨城大・院・理，2理研 BRC-JCM 

P-13 マルチウェルプレート法による環境中からの運動性乳酸菌の分離 

 真崎志桜里，乾 紗花，柳田藤寿，〇乙黒美彩 

 山梨大学ワイン科学研究センター 

P-14 別府温泉からの培養可能な新規ナノアーキアの探索 

〇酒井博之 1,2，黒沢則夫 1 
 1創価大学理工学部 共生創造理工学科，2（現所属）理研 BRC-JCM 

P-15 昨年度オンライン公開した JCM株一覧表の更新について 

   〇加藤真悟，鈴 幸二，大熊盛也 
 理研 BRC-JCM 

P-16 農業生物資源ジーンバンク事業の微生物部門（NARO-MAFF）における 2022 年の活動と成果 

 〇一木（植原）珠樹 1，遠野雅徳 1，山﨑福容 1，月居佳史 2，鬼頭英樹 1，埋橋志穂美 1,3，中島比

呂美 1，永井みどり 1，大橋美保 1，澤田宏之 1，青木孝之 1，永井利郎 1，佐藤 衛 1，熊谷 亨 1,4 

 1農研機構基盤技術研究本部遺伝資源研究センター，2農研機構植物防疫研究部門，3農研機構本

部経営企画部, 4農研機構本部管理本部技術支援部 

P-17 NBRC カルチャーコレクション 2022 年度事業報告 

 〇宮﨑勇磨，田村朋彦，荒川貴行，西村智朗，大澤健一，林 岳夫，加藤久美子，小林美穂，西

村美恵子，新田伸一，田部恵美，江頭博子，長谷川早苗，木下 浩，加藤愼一郎，中川恭好 

 独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）バイオテクノロジーセンター（NBRC） 

P-18 薬剤耐性真菌の収集と管理 

 〇伴 さやか，伊藤純子，吉岡育哲，矢口貴志 

 千葉大学真菌医学研究センター 

P-19 2022 年度 NRIC活動報告 

 〇田中尚人 1,2，黒川祐菜 1 

 1東京農大微生物リソースセンター，2東京農大生命科学部 

P-20 NIES藻類コレクションの 2022 年度活動報告 

 〇森 史 1，石本美和 1，大田修平 1，松﨑 令 1，鈴木重勝 1，ノエル マリーエレン 1，佐藤真由

美 1，野崎久義 1,2，山口晴代 1，河地正伸 1 

 1国立環境研究所，2東京大学大学院理学系研究科 

P-21 理研 BRC-JCM の 2022 年度活動報告 

 〇岩城志乃，伊藤 隆，岡田 元, 飯田敏也，坂本光央，飯野隆夫，加藤真悟，遠藤力也，押田祐

美, 橋本 陽，鈴 幸二，清水美智留，森下羊子，西原亜理沙，大熊盛也 

 理研 BRC-JCM 

P-22 2022 年度の FMRC活動報告について 
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 〇早乙女 梢，尾崎佑磨，霜村典宏，一柳 剛 

 鳥取大学農学部附属菌類きのこ遺伝資源研究センター 

P-23 菌株保存機関からみる世界のヒゲカビ 

 〇宮嵜 厚，太田尚志 

 石巻専修大学理工学部 

 

【日本微生物資源学会賞および奨励賞受賞講演】6 月 22 日（15：25～16：40）国際会議場 

日本微生物資源学会賞受賞講演（15：25～16：15） 

 微生物資源センターと標準化：生物資源の品質管理，計測リファレンス，バイオバンク国際

標準への取り組み 

 川﨑浩子 

 独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）バイオテクノロジーセンター（NBRC） 

 

日本微生物資源学会奨励賞受賞講演（16：15～16：40） 

 藻類コレクションとゲノム情報を基盤とした藻類の新たな多様性の解明 

 鈴木重勝 

 国立環境研究所 生物多様性領域 

 

【実務ワークショップ】（6 月 23 日 9：00～10：20）   国際会議場 

「コレクション業務に付随する諸問題 〜データベースや事務作業の観点から〜」 

W-1（9：00～9：20） 

 NARO ジーンバンク（MAFF）における事務作業支援システムと今後の課題 

 山﨑福容 

 農研機構 基盤技術研究本部 遺伝資源研究センター 

W-2（9：20～9：40） 

 「生物資源管理システム」の紹介と業務効率化を目指した改修 

 浜田盛之 

 独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）バイオテクノロジーセンター（NBRC） 

W-3（9：40～10：00） 

 理研 BRC-JCM おける微生物株の寄託・提供業務システムおよび微生物株データベースの運用に

ついて 

 飯田敏也 

 理化学研究所 バイオリソース研究センター 微生物材料開発室 

総合討論（10：00～10：20） 

 

【公開シンポジウム】6 月 23 日（10：40～12：50）  国際会議場 
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「微生物の分離・培養を考える」 

S-0（10：40～10：45） 

 公開シンポジウムを開催するにあたって 

 大熊盛也 

 理化学研究所 バイオリソース研究センター 微生物材料開発室 

S-1（10：46～11：16） 

 多くの微生物が培養困難である理由を探る 

 青井議輝 

 広島大学 大学院統合生命科学研究科 

S-2（11：17～11：47） 

 未知の微生物を”培養”して新たな生物機能を探る -Cultivation Renaissance in the post metagenomic 

era- 

 玉木秀幸 

 産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門 

S-3（11：48～12：18） 

 私たちは微生物の生き方を捉え直す必要があるかもしれない—海底微生物ハンティングから見え

てきたこと— 

 井町寛之 

 海洋研究開発機構 超先鋭研究開発部門 

S-4（12：19～12：49） 

 真菌類、特に子のう菌門の分離培養とその課題 

 橋本 陽 

 理化学研究所 バイオリソース研究センター 微生物材料開発室 
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The 29th Annual Meeting of the Japan Society for Microbial Resources and 
Systematics 

 

Period：  June 21 (Wed) ~ 23 (Fri), 2023 

Venue：  Tsukuba Center for Institutes, Tsukuba, Ibaraki 

https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/kouryucenter/ 

Organizer：  Japan Collection of Microorganisms (JCM), RIKEN BioResource Research Center 

 

Time table 
 Wednesday, June 21   

 12：30～14：00 Editorial Committee Meeting Meeting room No. 1 
 14：00～15：30 Culture Collection Business Meeting Meeting room No. 1 
 15：30～16：45 Board Meeting Meeting room No. 1 

 Wednesday, June 22   

 8：40～ Reception Int’l Conference Hall 
 9：10～ Opening Address Int’l Conference Hall 
 9：20～10：20 Oral Presentation Int’l Conference Hall 
 10：20～10：30 Break  

 10：30～11：30 Oral Presentation Int’l Conference Hall 
 11：30～12：40 Lunch Time  

 12：40～13：20 

13：20～14：00 

Poster Session（Odd numbers） 

Poster Session（Even numbers） 

Meeting room No. 2 

Meeting room No. 2 
 14：00～14：10 Break  

 14：10～15：10 Plenary Meeting Int’l Conference Hall 
 15：10～15：20 Award Ceremony Int’l Conference Hall 

 15：20～15：25 Honorary Member Award Ceremony Int’l Conference Hall 
 15：25～16：15 Award Lecture (JSMRS Award) Int’l Conference Hall 
 16：15～16：40 Award Lecture (JSMRS Incentive Award) Int’l Conference Hall 

 Wednesday, June 23  Int’l Conference Hall 
 8：40～ Reception Int’l Conference Hall 
 9：00～10：20 Culture Collection Business Workshop Int’l Conference Hall 
 10：20～10：40 Break  

 10：40～12：50 Open Symposium on Microbial Systematics Int’l Conference Hall 
 12：50～13：00 Closing Address Int’l Conference Hall 
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Program： 

【Oral Presentation】（June 22, 9：20～10：20， 10：30～11：30） International Conference Hall 

O-1（9：20～9：35） 

 Hyphal growth accompanied with changes in organelle dynamics is induced by the addition of magnesium in 

Trichosporon asahii 

 Keita Aoki1, Kosuke Yamamoto2, Moriya Ohkuma3, Takashi Sugita4, Naoto Tanaka2, Masako Takashima1 

 1Tokyo NODAI Research Institute, Tokyo University of Agriculture, 2Faculty of Life Sciences, Tokyo 

University of Agriculture, 3Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center, 
4Department of Microbiology, Meiji Pharmaceutical University 

O-2（9：35～9：50） 

 Detection of mycetoma-causative agents, Madurella spp. using LAMP method. 

 Takashi Yaguchi, Isato Yoshioka, Yugo Mori1, Sayaka Ban 

 Medical Mycology Research Center, Chiba University  

O-3（9：50～10：05） 

 Revelation of the mechanism of Azole resistance for Trichophyton spp. 

 Yugo Mori, Sayaka Ban, Isato Yoshioka, Takashi Yaguchi 

 Medical Mycology Research Center, Chiba University 

O-4（10：05～10：20） 

 Isolation and phylogenetic classification of microalgae that can survive under high light exposure conditions. 

 〇Hidemu Motomatsu, Hiroki Toyoshima, Shinji Kawasaki 

 Department Molecular Microbiology, Tokyo University of Agriculture 

O-5（10：30～10：45） 

 Detection of PI3P by flow cytometry and diversity of stress responses in algal cells 

 〇Shuhei Ota1, Yoshihisa Hirakawa2, Masanobu Kawachi1 

 1National Institute for Environmental Studies, 2 Faculty of Life and Environmental Sciences, University of 

Tsukuba 

O-6（10：45～11：00） 

 Development of the ‘EMALiMB’, a new MALDI-TOF MS reference library for microbial strains 

 〇Rikiya Endoh1, Sayaka Ban2, Masahiro Hayashi3, Kaori Tanaka3, Takashi Yaguchi2, Moriya Ohkuma1 

 1 Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center, 2Medical Mycology Research 

Center, Chiba University, 3Center for Conservation of Microbial Genetic Resource, Gifu University 

O-7（11：00～11：15） 

 Study on production of arachidic acid and eicosenoic acid by oleaginous yeast Pseudozyma. 

 〇Nagi Adachi1,2, Yuh Shiwa1, Akifumi Nishida1, Nobuyuki Fujita1, Naoto Tanaka1,2 

 1Faculty of Life Sciences, Tokyo University of Agriculture, 2NODAI Culture Collection Center, Tokyo 

University of Agriculture 
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O-8（11：15～11：30） 

 Collaboration with the country of origin to support deposition of isolates obtained from international 

collaborative research to a Japanese microbial collection 

 〇Takahide A. Ishida, Masanobu Kawachi, Yayoi Takeuchi, Hiroya Yamano 

 Biodiversity Division, National Institute for Environmental Studies 

 

【Poster Session】（June 22, 12：40～14：00）  Meeting room No. 2 

P-1 Microbial resource development of Ustilaginomycotina: A case study on Antherospora 

〇Saho Shibata1, Akira Hashimoto2, Moriya Ohkuma2 
1Medical Mycology Research Center, 2Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research 

Center 

P-2 Establishment of cryopreservation conditions for all genera of multicellular volvocine green algae 

〇Hisayoshi Nozaki 1,2, Fumi Mori 2, Yoko Tanaka 2, Ryo Matsuzaki 2, Haruyo Yamaguchi 2, Masanobu 

Kawachi2 
1Graduate School of Science, The University of Tokyo, 2Biodiversity Division, National Institute for 

Environmental Studies 

P-3 The effect of sorbitol on the growth of Euglena gracilis 

〇Minami Makimoto, Takashi Osanai 

Graduate School of Agriculture, Meiji University 

P-4 Inhibition by ATP of lactate dehydrogenase from the eukaryotic microalga Cyanidioschyzon merolae 

〇Mai Yamamoto, Takashi Osanai 

Graduate School of Agriculture, Meiji University 

P-5 Improved protecting media for preservation of yeast cultures by L-drying 

〇Kaito Shibayama, Yumiko Miyazaki, Atsushi Yamazaki 

Biological Resource Center, National Institute of Technology and Evaluation (NBRC) 

P-6 Microbial interactions between succinate-utilizing and succinate-producing bacteria 

〇Mitsuo Sakamoto1, Nao Ikeyama1, Atsushi Toyoda2, Takumi Murakami2, Hiroshi Mori2, Takao Iino1, Moriya 

Ohkuma1 
1Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center, 2Advanced Genomics Center, 

National Institute of Genetics 

P-7 Discovery and single-cell genome analysis of novel Deferribacterota species associated with protists in the 

guts of termites and Cryptocercus cockroaches 

〇Naoya Maruoka1, Rinpei Kudo1, Katsura Igai1, Masahiro Yuki2, Moriya Ohkuma1, 2, Yuichi Hongoh1, 2 
1Department of Life Science and Technology, Tokyo Institute of Technology, 2Japan Collection of 

Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center 

P-8 Deoxycholic acid-producing bacteria Claveliimonas bilis, isolated from human gut 
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〇Atsushi Hisatomi1, Ni Wayan Eka Putri Gayatri Kastawa2, Isaiah Song3, Moriya Ohkuma1, Satoru Fukiya2 

and Mitsuo Sakamoto1 
1Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center, 2Laboratory of Microbial 

Physiology, Research Faculty of Agriculture, Hokkaido University, 3Institute for Advanced Biosciences, Keio 

University 

P-9 Digital shotgun analysis of intestinal bacteria in stress/pain model mice exposed to ultrasound 

〇Kazuki Arita, Yoshio Nakano, Kazumi Yoshizawa, Satoru Miyazaki 

Department of Pharmacy, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Tokyo University of Science 

P-10 Estimating the timing of prokaryotic diversification and metabolic diversity using large-scale genome 

analysis. 

〇Arisa Nishihara1, Moriya Ohkuma1, Masaru Konishi Nobu2 
1 Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center, 2Japan Agency for Marine-

Earth Science and Technology (JAMSTEC) 

P-11 New species isolated from fungus growing termite 

Yumiko Imagawa1, Mitsuo Sakamoto2, Atsushi Hisatomi2, Moriya Ohkuma2, 〇Satoko Noda1 
1College of Science, Ibaraki University, 2 Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource 

Research Center 

P-12 Description of a new species isolated from the gut of the lower termite Reticulitermes yaeyamanus and 

taxonomic study of the genus Lactococcus. 

〇Kota Abe1, Atsushi Hisatomi2, Mitsuo Sakamoto2, Moriya Ohkuma2, Satoko Noda1 

1Graduate School of Science and Engineering, Ibaraki University, 2 Japan Collection of Microorganisms, 

RIKEN BioResource Research Center 

P-13 Isolation of motile lactic acid bacteria from the environment using the multi-well plate method  

Shiori Masaki, Sayaka Inui, Fujitoshi Yanagida, 〇Misa Otoguro 

The Institute of Enology and Viticulture, University of Yamanashi 

P-14 Exploration of Culturable Nanoarchaea from Beppu Hot Springs. 

〇Hiroyuki Sakai1,2, Norio Kurosawa1 
1Faculty of Science and Engineering, Soka University, 2Present address: Japan Collection of Microorganisms, 

RIKEN BioResource Research Center 

P-15 Lists of JCM strains updated 

〇Shingo Kato, Kouji Suzu, Moriya Ohkuma 

Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center 

P-16 MAFF Collection activity report in FY 2022 

〇Tamaki Ichiki-Uehara1, Masanori Tohno1, Fukuhiro Yamasaki1, Yoshifumi Tsukiori2, Hideki Kito1, Shihomi 

Uzuhashi1,3, Hiromi Nakajima1, Midori Nagai1, Miho Ohashi1, Hiroyuki Sawada1, Takayuki Aoki1, Toshirou 

Nagai1, Mamoru Satou1, Toru Kumagai1,4 
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1Research Center of Genetic Resources, NARO, 2Institute for Plant Protection, NARO, 3Present address: 

Department of Corporate Planning, Headquarters, NARO, 4Present address: Department of Technical Support, 

NARO 

P-17 Annual report of NBRC culture collection in FY2022 

〇Yuma Miyazaki, Tomohiko Tamura, Takayuki Arakawa, Tomoaki Nishimura, Kenichi Ohsawa, Takeo 

Hayashi, Kumiko Kato, Miho Kobayashi, Mieko Nishimura, Shinichi Nitta, Megumi Tabe, Hiroko Egashira, 

Sanae Hasegawa, Hiroshi Kinoshita, Shinichiro Kato, Yasuyoshi Nakagawa 

Biological Resource Center, National Institute of Technology and Evaluation (NBRC) 

P-18 Collection and management of drug-resistant fungi. 

〇Sayaka Ban, Junko Ito, Isato Yoshioka, Takashi Yaguchi 

Medical Mycology Research Center, Chiba University 

P-19 Activity report of NRIC in 2022 

〇Naoto Tanaka1,2, Yuuna Kurokawa1 
1NODAI Culture Collection Center, Tokyo University of Agriculture, 2Faculty of Life Sciences, Tokyo 

University of Agriculture 

P-20 NIES Collection activity report for 2022 

〇Fumi Mori 1, Miwa Ishimoto 1, Shuhei Ota 1, Ryo Matsuzaki 1, Shigekatsu Suzuki 1, Mary-Helene Noel 1, 

Mayumi Sato 1, Hisayoshi Nozaki 1,2, Haruyo Yamaguchi 1, Masanobu Kawachi 1 
1National Institute for Environmental Studies, 2Graduate School of Science, The University of Tokyo 

P-21 2022 Activities report of RIKEN BRC-JCM 

〇Shino Iwaki, Takashi Itoh, Gen Okada, Toshiya Iida, Mitsuo Sakamoto, Takao Iino, Shingo Kato, Rikiya 

Endoh, Yumi Oshida, Akira Hashimoto, Koji Suzu, Michiru Shimizu, Yoko Morishita, Arisa Nishihara, Moriya 

Ohkuma 

Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center (RIKEN BRC-JCM) 

P-22 Report on activities of FMRC in Fiscal Year 2022 

〇Kozue Sotome, Yuma Ozaki, Norihiro Shimomura, Tsuyoshi Ichiyanagi 

Tottori University, Faculty of Agriculture, Fungus/Mushroom Resource and Research Center (FMRC) 

P-23 Phycomyces (Mucoromycotina, Mucorales) in facilities for culture collection in the world  

〇Atsushi Miyazaki, Takashi Ota 

Faculty of Science and Engineering, Ishinomaki Senshu University 

 

【Award Lecture】（June 22, 15：25～16：40） International Conference Hall 

JSMRS Award Lecture（15：25～16：15） 

“Microbial Resource Center and standardization: efforts toward quality control of biological 

resources, measurement references, and biobank international standards” 

Hiroko Kawasaki 
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Biological Resource Center, National Institute of Technology and Evaluation (NBRC) 

 

JSMRS Incentive Award Lecture（16：15～16：40） 

“Elucidation of potential algal diversity based on the microalgal strains and their genomic 

information” 

Shigekatsu Suzuki 

National Institute for Environmental Studies 

 

【Culture Collection Business Workshop】（June 23, 9：00～10：20） International Conference Hall 

「Problems Associated with Collection Operations from the Perspective of Databases and Administrative Work」 

W-1（9：00～9：20） 

 An administrative support system in NARO Genebank (MAFF) and future tasks 

 Fukuhiro Yamasaki 

 Research Center of Genetic Resources, NARO 

W-2（9：20～9：40） 

 Introduction of “Bioresource Management System” and its improvement aimed at increasing operational 

efficiency 

 Moriyuki Hamada 

Biological Resource Center, National Institute of Technology and Evaluation (NBRC) 

W-3（9：40～10：00） 

 Operation of RIKEN BRC-JCM microbial strain deposit/provision system and database 

 Toshiya Iida 

Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center (RIKEN BRC-JCM) 

General Discussion（10：00～10：20） 

 

【Open Symposium on Microbial Resources】（June 23, 10：40～12：50） International Conference Hall 

「Considering the isolation and cultivation of microorganisms」 

S-0（10：40～10：45） 

 “Opening remarks” 

 Moriya Ohkuma 

 Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center 

S-1（10：46～11：16） 

“Exploring hidden reasons for microbial uncultivability” 

Yoshiteru Aoi 

Graduate School of Integrated Sciences for Life, Hiroshima University 

S-2（11：17～11：47） 
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“Cultivation renaissance in the post metagenomic era” 

Hideyuki Tamaki 

AIST Bioproduction Research Institute 

S-3（11：48～12：18） 

“We may need to rethink the way microbes live –what I have learned from microbe hunting from 

deep-sea sediment–“ 

Hiroyuki Imachi 

Institute for Extra-cutting-edge Science and Technology Avant-garde Research (X-star), 

Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology (JAMSTEC) 

S-4（12：19～12：49） 

“Challenges associated with isolation and culture of fungi, especially Ascomycota” 

Akira Hashimoto 

Japan Collection of Microorganisms, RIKEN BioResource Research Center 
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